
 

　　歴史のドアを開けよう！徳島から世界への挑戦！ 

２０２６年度「鳥居龍蔵記念 徳島歴史文化フォーラム」 

募集要項 

 

 

１　 趣旨 

　　鳥居龍蔵は、徳島が生んだ世界的な学者です。彼は、考古学、人類学、民族学など多様な

　手法を駆使し、当時世界最先端の業績をあげました。その礎は、地元の歴史や文化について

　フィールドワークをもとに研究し、その成果を世に問いかけた少年時代の活動にあったとい

 　っても過言ではありません。

　　本事業は、このような鳥居龍蔵の取組を記念し、徳島県内の中学生・高校生による歴史や

　文化に関する自主的な研究を募集するものです。応募作品の中から優れた研究を行った者を

 　表彰し、その活動を後押しすることにより、人材の育成を図ります。

 

２　 主催 

 　　徳島県立鳥居龍蔵記念博物館

 　　徳島県立博物館

 

３　 後援 

 　　徳島県博物館協議会

 

４　 募集内容 

　　中学生・高校生から、地域の歴史や文化に関する自主研究活動の成果をまとめたレポート

 　を募集します。

 

５　 対象（応募資格） 

 　　徳島県内在住の中学校・高等学校、特別支援学校（中学部、高等部）の生徒

 　　（中等教育学校の生徒及び高等専門学校３年生までの学生も含む）

 　　※個人、グループなど、どのような形態でも参加可能です。

    ※徳島県内（以下、「県内」という。）在住で「高等学校の部」に応募した生徒及び学生
　　　のうち、フォーラム（発表会）の成績上位者は、２０２６年度「鳥居龍蔵記念 全国高
　　　校生歴史文化フォーラム」（２０２７年２月１４日（日）開催予定、発表形式は対面形

 　　　式またはオンライン形式のいずれかを選択）に出場していただきます。
 

６　 応募期間 

　　２０２６年７月６日（月）から２０２６年１１月１３日（金）まで 

 

７　 応募方法 

（１）応募希望者は、２０２６年１１月１３日（金）までに、研究成果を徳島県立鳥居龍蔵記

　　　念博物館に提出してください。 

（２）提出方法は、メール（データ添付）、持参、もしくは郵送（１１月１３日（金）消印有

 　　　効）とします。

 （３）提出資料は以下のとおりです。

　　A  )応募票（様式１）･･････研究概要等を１枚にまとめたもの。

　　B  )レポート･･････研究内容を示すもの。Ａ４サイズ片面５枚程度とします。

　　なお、添付資料がある場合は、Ａ４サイズ片面１０枚程度までとします。様式は自由です。

　　 



 

８　 自主研究活動の内容・条件等 
（１）内容（研究テーマ） 
　下記の「内容①」、「内容②」のいずれかを選択し、テーマを設定してください。 
　　内容① 特定の地域の歴史や文化に関すること（必ずしも県内に限定しない。） 

 　　　　　（例）徳島県の祭り、吉野川の渡し、徳島県の城郭、津波記念碑、阿波藍の歴史
　　内容②  鳥居龍蔵に関連すること。
　　　　　（例）鳥居が調査した遺跡…城山貝塚（徳島市）、弁慶の岩屋古墳（小松島市） 

 　　　　　　　　鳥居が収集した資料…徳島県立鳥居龍蔵記念博物館等の収蔵品
 
（２）条件 
　下記の「条件①」、「条件②」を、ともに満たしてください。 

　　条件① フィールドワーク（現地での見学や聞き取り、写真撮影等の調査）を行い、その 
            結果をもとに考察すること。
　　条件②  テーマに関連する博物館や資料館を利用すること。
　　　なお、２０２６年度に作成したものに限り、他のコンクール等に応募した研究の重複応

 　　募を認めます。

 　
（３）研究レポートや添付資料を作成する上での注意点 

　下記の「注意点①」、「注意点②」を、ともに満たしてください。 
　　注意点①  調査に基づく考察を、文章、図表、地図、写真等を用いて表現すること。

　　注意点②  引用及び参考とした文献やインターネットのＵＲＬ等を、必ず明記すること。

 
９　 活動の流れ　　　　　　　　　　　　　 
（１）ガイダンス講座「フィールドワークに挑戦！」 
　①日　　時：７月２６日（日）９：３０から１２：００まで 
　②集合場所：鳥居龍蔵記念博物館 

 　③見 学 先：鳥居龍蔵記念博物館、県立博物館
 　④内　　容

　　・希望者を対象に、博物館内の展示室を見学し、フィールドワークの具体的な方法につい
 　　　て学びます。

 　　・自主研究を行うにあたり、学芸員と参加希望者が意見交換を行います。
 　⑤申込方法など

　　・希望者は、別紙「（様式２）」により、ファクシミリまたはメールで２０２６年７月 
　　　１７日（金）までに、徳島県立鳥居龍蔵記念博物館に申し込んでください。 

 　　・定員２０名。
 　　・当日の日程等の詳細は、希望者に、別途連絡をします。

　　　　　　　　　　　　　 
（２）自主研究 
　　研究開始以降レポートの提出に至るまで、必要や希望に応じて、徳島県立鳥居龍蔵記念博

 　物館及び徳島県立博物館の該当分野の学芸員が相談に応じます。
 
（３）レポートの提出、一次審査　 
　①レポートの提出については、上記の「７　 応募方法」のとおりとします。 
　　提出締切日：２０２６年１１月１３日（金） 

 　②一次審査
 　　・全ての研究レポートについて、一次審査として書類審査を行います。

　　　その結果は、２０２６年１２月１６日（水）までに、提出者に通知します。 
　　・一次審査通過者は、２０２７年２月１３日（土）開催のフォーラム（発表会）で、プレ

 　　　ゼンテーションを行っていただきます。
　　　　なお、フォーラム当日の日程などの詳細は、２０２７年１月１５（金）までに、一　

 　　　次審査通過者に連絡をします。
 
（４）現地研修会 「文化遺産を巡る旅」 
　①月日：２０２６年１１月２９日（日） 

 　②内容
　　・研究レポートの提出者及び提出予定者を対象とするバスツアー。 
　　・通常、個人では見学することのできない文化財・出土遺物などを見学し、担当者と意見



 　　　交換を行います。
 　③申込方法など

 　　・研究レポート提出者及び提出予定者を対象に、改めて希望を募集します。
 　　・定員２５名程度。

 
（５）フォーラム（発表会）　　 
　①日　　時：２０２７年２月１３日（土）１０：００から１７：００（予定）まで 
　②場　　所：徳島県立二十一世紀館 １階 イベントホール 
　　　　　　　（徳島市八万町向寺山  文化の森総合公園内）

 　③審　　査
　　提出された研究レポート及びフォーラム（発表会）におけるプレゼンテーションについて、

 　　審査を行います。
 　④表彰など

 　　優れた発表を行った方を表彰します。
 

10　 その他 

 （１）ご提出いただきました資料一式は、返却しません。

（２）当館では、本フォーラムに関するチラシや報告集などの印刷物を作成するとともに、終

　　　了後に当館ホームページ等に審査結果を掲載します。つきましては、ご提出いただきま

　　　した研究レポートの内容、本フォーラムに関連する写真と資料等を使用させていただき

 　　　ますので、ご了承ください。

 

11　 問い合わせ・書類提出先 

 　徳島県立鳥居龍蔵記念博物館（担当：小林）

　〒770-8070　徳島市八万町向寺山 文化の森総合公園 

  TEL　088(668)2544／FAX　088(668)7197 

　E-mail: torii-museum@bunmori.tokushima.jp 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 （様式１）

                
２０２６年度「鳥居龍蔵記念 徳島歴史文化フォーラム」

 

応　募　票 

研究主題名
 

 学　校　名

（団体名）

（ふりがな）  

生 徒 氏   名

（学年）

代表者連絡先 【氏名】　　　　　　　　　　【電話番号】

【E-mail】
  （１）研究の動機（なぜこの研究に取り組もうと思ったのか）
 
 
 
 
 

 （２）研究活動（どのような活動をしたのか）
 
 
 
 
 
 

 
 研究の概要 （３）研究成果（何がわかったのか）

利用した博物館

・資料館等
 

研究対象とした

地域・遺跡・ 

文化財等



 （様式２）

 

２０２６年度「鳥居龍蔵記念 徳島歴史文化フォーラム」 

ガイダンス講座「フィールドワークに挑戦！」 

（７月２６日（日）開催） 

応　募　票 

 

学　校　名

 （ふりがな）  
 参加者氏名

学　　年

住　　所

電話番号

 連絡先名 　　

 緊急時の連絡先

電話番号

 

 ※参加希望の保護者及び引率の先生も、参加者氏名の欄にご記入ください。

※この応募票は、ファクシミリまたはメールで７月17日（金）までに、徳島県立鳥居龍蔵記念博

 　物館までお送りください。

 ※ご記入いただきました個人情報は、今回のガイダンス講座のみに使用します。

 　

 

問い合わせ・連絡先 

 　徳島県立鳥居龍蔵記念博物館（担当：小林）

 　〒 770-8070　徳島市八万町向寺山 文化の森総合公園内 

   ℡　088(668)2544　／ FAX　088(668)7197 
   E-mail　 torii-museum@bunmori.tokushima.jp 

 

                                                                                    


